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筆者が群馬大学社会情報学部に赴任したのは 2000 年 4 月と，学部創設から 6 年半が経過した後で
あり，設立当初の議論や理念を必ずしも共有しているわけではない。しかし先述のように，情報科学
の成果を用いながら，諸学問の協力のもとに高度情報社会の諸問題の解決を図る，という部分は当初
から広く受け入れられた考え方の一部と思われる。一方で，1993 年 10 月の学部設立以降，高度情報
化社会の進展やグローバリゼーションその他，社会情勢の変化も大きく，さらに 2006 年 4 月には最初
























                                                        
1 多くの標準的な教科書に，この趣旨の社会心理学の定義が述べられている（例えば白樫，1997）。 

































                                                        




第３回が松井豊先生（筑波大学）（題目「災害遺族の心理過程」同 11月 30日）であった。 













2007 年に 4 回実施された外は，毎年 1 回ずつ開催されている。全てのセミナーが学部主催企画である
が，特に第 5 回と第 10 回のセミナーは，開催年度が学部にとって節目の年であるため，それぞれ社会
情報学部創設 15 周年記念事業，20 周年記念事業と位置づけられている。また，先に述べたように 2008
年度（第 5 回セミナー）以降は，群馬大学公開講座としても位置づけられ，一般市民が参加しやすい





 2007年度（第 1回～第 4回セミナー） 学部主催企画としての最初となる 2007 年度には，次にあ
げる，著名な４人の先生方に講師としてお越しいただき，それぞれ高度に専門的な内容を，水準を保







 第 1 回セミナーの講師の外山みどり先生は社会的推論研究の第一人者であり，1990 年代から活発に
                                                        
3 この部分は，これまでに刊行された各年度のセミナー報告書（柿本，2008, 2009, 2010, 2011, 2012, 
2013）の記述に基づき，適宜，加筆修正したものである。所属・職名・役職などの記述は，すべて当
時のものである。 






 第 2 回セミナーでお話しいただいた村田光二先生は社会的認知研究の第一人者である。社会的認知
研究とは，人や集団，組織・制度といった広範な社会的対象の認知，それに関わる推論や判断などを扱
う分野であるが，村田先生はなかでも特にステレオタイプに関わる諸研究にお詳しい。セミナーでは
表 1. 群馬大学社会心理学セミナーの各回の演者氏名・題目 
開催回（年月日） 演者氏名（所属・職名等）注1 ・ 題目 注 2 
第 1 回 
（2007 年 5 月 23 日） 
外山みどり先生（学習院大学文学部教授） 
「社会的推論研究の最近の話題 ―意識的過程と無意識的過程」 





第 3 回 




第 4 回 




第 5 回 
（2008 年 10 月 23 日）  
大渕憲一先生（東北大学大学院文学研究科教授） 
「紛争解決研究の最近の話題 社会的排斥と不適応 ―実験社会心理学的検討」 
第 6 回 
（2009 年 10 月 29 日） 
大坊郁夫先生（大阪大学大学院人間科学研究科教授） 
「対人コミュニケーション研究の最近の話題 ―対人関係の心理学」 
第 7 回 
（2010 年 10 月 21 日） 
杉万俊夫先生（京都大学大学院人間・環境学研究科教授） 
「コミュニティのグループ・ダイナミックス」 
第 8 回 
（2011 年 10 月 28 日） 
白樫三四郎先生（大阪経済大学客員教授・大阪大学名誉教授） 
「グループの社会心理学 ―集団の愚かな意思決定」 
第 9 回 
（2012 年 12 月 10 日） 
浦 光博先生（広島大学大学院総合科学研究科教授） 
「排斥と受容の行動科学」 
第 10 回 注 3 
（2013 年 11 月 8 日） 
池田謙一先生（同志社大学社会学部メディア社会学科教授） 
「社会のイメージのリアリティ ―社会心理学の視点から」 
注 1 所属・職名等はセミナー開催当時のものを記載した。 
注 2 書式を統一した。 
注 3 2013 年分は本稿執筆時点でまだ開催されていないため，予定として記載した。 


















 以上４つのセミナー全体を通して眺めると，厳密な実験研究が特徴的な社会的推論の領域（第 1 回），
スポーツイベントの報道と各国イメージの変化を長期的に辿った応用的試み（第 2 回），現実の社会問



















 2009 年度（第 6 回セミナー） 2009 年度の第６回セミナーには，日本社会心理学会の前会長で，




























                                                        
4 これらの思索・活動の集大成である著書を，最近出版されている（杉万，2013）。 












































































学部創設 20 周年にあたって，学部主催企画の一つを担当した者として以上の報告を行った。 
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